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 実施する予定のミッション 

  ロケット発射時の廃熱を利用した発電をする。 

 

 ミッションの目的 

  今まで利用されていなかったエネルギーの利用。 

  発電することによってエネルギー社会である現代社会への貢献。 

 

 ミッションの選択理由 

  有意義なミッションを行いたかったため。 

  ロケット発射時の廃熱をもったいなく感じ利用したかったため。 

 

 発電方法 

    エンジンから出る熱とドライアイスの温度差を利用し発電することができる 

    ペルチェ素子を使用する。 

   

 期待される成果 

  ペルチェ素子を使用した際に得られる発電量の測定結果。 

  温度差発電の効率の良し悪しの考察。 

   

 ロケットの構造 

    下からエンジンマウント、ペルチェ素子、ドライアイスの順に搭載し、エンジン 

    の廃熱とドライアイスの温度差で発電できるようにする。 

   

 去年の改善点 

  ドライアイスの量が多く、重量がオーバーしてしまったので、ドライアイスの量 

  を減らす。 

 

 

 



ロケットの構造図

 


